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本研究の目的は「書籍の種類・読む目的が変わると，着目する項目が変化する」かどうか
を明らかにすることである．オンライン調査により，同じタイトルの書籍の電子書籍と紙の
書籍を示し，どちらを選択するかを尋ねた．課題ごとに「書籍の種類」，「あとがきの有無」
などの提示情報を変化させ，どの情報を重視しているのかを調べた．小説を取り扱った課題
では紙の書籍を選択した人数が多く，実用書では電子書籍を選択する人数が多いという結果
が得られた．また，読む目的を変更すると，項目の重要度の値が変化していた．特定の書籍
の種類や読書の目的を設定した場合，「書籍の種類・読む目的が変わると，着目する項目が変
化する」可能性があるのではないかと考えられる． 
This research aims at investigating how types of books and reading purpose affect consumer’s 
preferences. We conduct an online questionnaire that shows the same title of books in print-book and 
e-book for participants, and changes factors of comparison, such as “the types of book”, “with or 
without afterword”, “with or without cut”, and “functions of e-book”. From the results, more 
participants prefer a print-book in novel tasks than an e-book, while more participants choose an 
e-book in how-to book tasks than a print-book. This results indicate that different types of books and 
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reading purpose may affect consumer’s preferences, as the importance of factors of comparison 
changes when they compare different types of books and their reading purpose． 
 
キーワード: 電子書籍， 紙の書籍， 購入， 比較， 選択 
E-book，Print-book，Purchase，Comparison，Selection
1 はじめに 
電子書籍の2015年度の市場規模は1584
億円と推計され，前年度から318億円増加
している[1]．また，電子書籍の利用者の
中には、電子書籍と紙の書籍を併用してい
る利用者も存在している[2]．電子書籍市
場が拡大したことで，購入者が電子書籍に
触れる機会も増え，同じ作品を電子書籍か
紙の書籍のどちらで買うかの選択をする
こともでてくるだろう．しかし，その状況
で，電子書籍と紙の書籍に掲載してある情
報に違いがある場合がある．例えば，通販
サイトのAmazonで販売されている紙の書
籍には挿絵があるが，同じくAmazon で販
売されているKindleには挿絵がないもの
[3]が存在する． 
ここから，本から得られる情報や機能と
して購入前に期待していたものが得られ
ないという問題が考えられる．そこで，本
の購入者が本に対してどういったことを
得られると想定し，髪の書籍と電子書籍の
比較を行って購入しているかを明らかに
することを目的とする．そして，購入の失
敗を減らすための情報を得ることを目指
す．これらの目的を達するために2回実験
を行った． 
1回目の実験[4]では電子書籍と紙の書
籍を比較する際にどのような項目が存在
しているのかを調査した．結果より，今回
の課題で設定した書籍の種類や読む目的
の場合は，値段が重視されていることが分
かった．また，こちらが事前に設定した項
目以外にも比較の判断材料として様々な
項目が存在することも分かった． 
本稿では,2回目の実験について詳しく
述べる．実験では，購入者が1回目の実験
で洗い出した比較項目を使用し、どういっ
た状況で、どの項目を重視するのかを調査
する．リサーチクエスチョンとしては「書
籍の種類・読む目的が変わると，着目する
項目が変化する」を設定した．実験にはオ
ンライン調査を用いる．得られたデータを
分析し， 購入者がどういった提示情報を
重視しているかを明らかにする．  
2 関連研究 
 電子書籍と紙の書籍を比較した研究に
は，タブレット・電子ペーパー・ノート
パソコン・紙の書籍で小説の読みやすさ
を比較するもの[5]や電子書籍・紙書籍利
用者の意識や行動の差異を、質問紙を用
いて分析・比較するもの[6]などがある． 
 次に書籍の購買行動に関する研究とし
て，金城らの研究[7]を取り上げる．この
研究では，書籍の購買行動において，受
賞歴や全体の販売数といった外部の情報
が購買にどれくらい影響するのかについ
て調査している．この研究ではコンジョ
イント分析の選択型実験が用いられてい
る．これはいくつかの仮想型の商品を選
択肢や購入しないという選択を提示し，
それらを選択することを繰り返すという
ものである．仮想型の商品はジャンルや
受賞歴の有無、販売数といった属性と水
準をいくつか用意し，組み合わせている．
この手法は実際の購入状況と近い形で実
験ができるとされている．研究の結果か
らは，性別が女性で年齢が高齢になると，
外部の情報の影響を受けるということが
示された．この研究は外部性の効果を検
証することに重きをおいて、進められて
いる． 
金城らの研究で用いられたコンジョイ
ント分析を使用した研究をみてみると，
食器とその形[8]やイチゴのパッケージ
[9]，たばこの増税額[10]について調査し
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ているものがある．ここから，いくつか
の選択肢の中から消費者の好みを探るこ
とを目的とした研究で使われている手法
だと分かる． 
本研究では書籍の購入の際に提示する
比較項目に着目し、コンジョイント分析
を用いて，それらの項目が購入者の好み
に与える影響を調査する． 
 
3 実験概要 
 実験概要は以下の通りである．実験は調
査会社であるマクロミルに委託した． 
1.日時：2016年12月28日(水)から2016年12
月29日(木)まで 
2.実験対象者：株式会社マクロミルのモニ
ター，かつ有料の電子書籍を購入した経験
のある人  
3.方法： マクロミルのWEBアンケート上で
実施する．問題は13問出題する．内訳は固
定して出題する問題が1問と60問の中から
ランダムで選択して出題する12問である． 
 
3.1 実験参加者 
マクロミルのモニターの中でスクリー
ニングを行い，実験参加者を選定した．ス
クリーニングの目的は有料の電子書籍を
購入した経験のある人を抽出することで
ある．モニターに出題した問題は「1.どの
くらいの頻度で電子書籍を読んでいます
か？」と「2.あなたの電子書籍の月間平均
購入金額を教えて下さい．」の2問である．
除外される回答を選択しなかった人を参
加者とした． 
 実験参加者の人数は412人である．男女
の割付は同数になるようにした．回答者に
占めるは10代，20代，30代，40代，50代，
60代以上の割合はそれぞれ，1%，8.3%，
21.4%，27.7%，28.4%，13.3%である．詳
しくは表1のとおりである． 
 
 
 
 
表1 実験参加者の年齢(単位：人) 
年齢 人数 パーセント
12才未満 0 0.0
12才～19才 4 1.0
20才～24才 11 2.7
25才～29才 23 5.6
30才～34才 40 9.7
35才～39才 48 11.7
40才～44才 54 13.1
45才～49才 60 14.6
50才～54才 66 16.0
55才～59才 51 12.4
60才以上 55 13.3
合計 412 100
 
 
3.2 実験のデザイン 
本実験で使用する書籍のジャンルは，電
子書籍のジャンルごとの販売数を調べ、上
位3位に入るジャンルの中から選択した
[11]．文芸小説，趣味・実用・ガイド(以
下、実用書と呼ぶ)の2つのジャンルを設定
した．そのジャンルに該当する書籍を3つ
選び，実験に使用する．読書の目的は，
PIRLSと呼ばれる国際教育到達度評価学会
が行なっている読書力調査[12]を参考に
「文学的体験のための読書」，「情報の獲得
と使用のための読書」を採用した．この目
的と書籍のジャンルを組み合わせ，課題を
作成した(表2を参照)． 
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表２ 課題の目的と使用する書籍のジャンル 
課題名 ジャンル，目的
課題１
文芸小説，
文学的体験のための読書
課題２
文芸小説，
情報の獲得と使用のための読書
課題３
実用書，
文学的体験のための読書
実験結果の分析にはコンジョイント分
析(選択型実験)[13]を用いる．この手法では
属性と水準を組み合わせて，仮想的な商品
を作る．その商品を回答者に複数提示し，
購入したいと思う商品を選択してもらう．
商品の組み合わせを変えて，提示を何度も
繰り返し，どの商品が選択されるのかとい
うデータを得る．そして，このデータから
回答者がどの属性をどれくらい評価して
いるかを推計する．分析には多項ロジット
モデルを使用した．統計処理には
XLSTAT2016を用いた．
コンジョイント分析では効用値[14]と重
要度[15]という値が算出される．効用値と
は正の値であると回答者から好まれてお
り，負の値であると，回答者から好まれて
いないという指標である．重要度は今回実
験で使用した3つの情報の中で，相対的に
どの情報が重視されているかをみる指標
である． 
3.3 提示情報について 
選択した書籍がオンライン上で販売さ
れている画像を作成し、実験参加者に提示
した．画像をみて，電子書籍と紙の書籍の
どちらを購入するかを判断してもらう．画
像に提示する情報はどの問題でも共通に
提示される情報と問題ごとに変化する情
報の2つが存在する．問題ごとに変化する
情報は「書籍の種類」，「挿絵」，「あとがき」，
「電子書籍の機能」の4つである。こうい
った構成要素を属性，それぞれの属性の細
かい設定を水準と呼ぶ[16]．それらを組み
合わせた選択肢をプロファイルとする。
「書籍の種類」以外は，実験1で選択する
人数が4人以上であった項目の中から選択
した．水準に関しては，書籍の種類は「電
子書籍」と「紙の書籍」，他の属性は有無
を設定した．「電子書籍」の「機能なし」
といった矛盾した組み合わせを排除する
と，プロファイルは電子書籍が5つ，紙の
書籍が4つとなった． 
どの問題でも共通に提示される情報は書
籍の販売サイトを調査し，「Amazon」と
「honto」「紀伊國屋書店ウェブストア」の
3つのサイト[17][18][19]で共通して提示さ
れていた情報を選び，表3にまとめた．な
お、前回の実験で，価格に差があると，価
格の影響が強く出る可能性があると分か
った．そのため，価格以外の属性の影響が
測りにくくなると考えて，紙の書籍と電子
書籍を同じ価格にした．表3には同じ価格
と表記している．  
この9つのプロファイルを表4にまとめた．
表4中の「1」は回答者に提示する画面に表
記がある，「0」は表記がないという意味で
ある．今回は電子書籍と紙の書籍を比較す
る条件に絞って，課題の作成を行った．4
つの紙の書籍のプロファイルと5つの電子
書籍のプロファイルを掛け合わせて，20個
の組み合わせを作成した．この20ペアをも
とに電子書籍か紙の書籍を選択する問題
を作成した．プロファイルとペアの関係に
ついては図1に示した． 
表3 どの問題にも共通で表示される情報 
本のタイトル 価格(同じ価格)
販売開始日 あらすじ
筆者 出版社
表紙
フォーマット情報
(電子書籍のみ)
共通の情報
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表4 プロファイル 
属性 水準 NO.1 NO.2 NO.3
書籍の種類 電子 1 1 1
紙 0 0 0
挿絵 有 1 0 0
無 0 1 0
あとがき 有 0 0 1
無 0 0 0
電子書籍の機能 有 0 0 0
無 0 0 0
属性 水準 NO.4 NO.5 NO.6
書籍の種類 電子 1 1 0
紙 0 0 1
挿絵 有 0 0 1
無 0 0 0
あとがき 有 0 0 0
無 1 0 0
電子書籍の機能 有 0 1 0
無 0 0 0
属性 水準 NO.7 NO.8 NO.9
書籍の種類 電子 0 0 0
紙 1 1 1
挿絵 有 0 0 0
無 1 0 0
あとがき 有 0 1 0
無 0 0 1
電子書籍の機能 有 0 0 0
無 0 0 0  
 
 
図1  仮想的なプロファイルとペアの例 
 
 この20ペアのうち，ランダムで4問を選
択して，出題する．1つの課題ごとに4問の
出題をした． 3冊の書籍でその出題形式を
することにし，1人につき12問と設定した．
課題1ではQ2からQ5まで，課題2ではQ6か
らQ9まで，課題3ではQ10からQ13までを
出題する．出題形式に関しては図2に示し
た． 
 
図2 問題の出題形式 
 
3.4 実験材料 
実験で使用する書籍はすべて紙の書籍
と電子書籍が存在する作品である．使用す
る紙の書籍の書誌事項は表5，電子書籍の
書誌事項は表6に示した． 
 提示画面には
honto[20][21][22][23][24][25]のサイトの
HTMLを改変して，使用した． 
 
表5 紙の書籍の書誌事項 
書誌事項 ジャンル
オン・ザ・ライン，朽木洋，
小学館，2015，335
文芸小説
アルスラーン戦記1王都炎上，田中芳樹，
光文社，2012，253
文芸小説
知らないとゼッタイ恥をかく社会人のマ
ナー188，なるほど倶楽部，
KADOKAWA / 角川学芸出版，2007，158
実用書
 
 
表6 電子書籍の書誌事項 
書誌事項 ジャンル
オン・ザ・ライン，朽木洋，
小学館，2015，335
文芸小説
アルスラーン戦記1王都炎上，田中芳樹，
光文社，2012，253
文芸小説
知らないとゼッタイ恥をかく社会人のマ
ナー188，なるほど倶楽部，
KADOKAWA / 角川学芸出版，2007，158
実用書
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3.5 出題する課題と提示画面 
課題は全部で13問である．電子書籍か紙
の書籍を選ぶ問題に関しては，20問の中か
らランダムでペアの異なる4問を選択して
出題する。そして，その出題形式を使用す
る書籍と質問文を変えて3回行う． 
画面で提示されている価格情報に関し
ては，価格以外の情報の影響を測りやすく
するため，紙の書籍と電子書籍を同じ価格
にした．また，電子書籍の機能に関しては，
回答者が具体的にどんな機能があるか想
像しやすいように「メモ，検索，ハイライ
トへの対応」という表記にした．
次に質問文と回答について説明する．1
問目は「購入したことのある電子書籍のジ
ャンルを教えて下さい．(複数回答可)」と
いうものである．回答として表示される項
目は「小説」，「新書」，「ビジネス書」，「実
用書」，「マンガ」，「その他」の6つである． 
 次に課題1の質問文と回答である．課題1
では感想文を書く際に使う書籍として，紙
の書籍と電子書籍のどちらを購入するか
という質問文を作成した．図3のような書
籍の販売サイトをみてもらい，回答しても
らった． 
図3 課題の提示画面例 
次に課題2の質問文と回答である．課題2
では長編シリーズ読むために購入する書
籍として，紙の書籍と電子書籍のどちらを
購入するかという質問文を作成した． 
次に課題3の質問文と回答である．課題3
では長編シリーズ読むために購入する書
籍として，紙の書籍と電子書籍のどちらを
購入するかという質問文を作成した． 
4 実験結果 
4.1 スクリーニングと Q1の結果 
スクリーニングでは電子書籍の読む頻
度と購入金額について質問した．「あなた
はどのくらいの頻度で電子書籍を読んで
いますか．」という質問の結果を図4に示し
た．「4～6ヶ月に1度」という回答する人が
一番多かった．また，１週間に1度以上は
読むと回答した人が412人中166人いた．全
体の約40%を占めている． 
図4 電子書籍を読む頻度 単位：人 
 また，「あなたの月の電子書籍の平均購
入金額を教えてください．」という質問を
したところ，図5のような結果が得られた．
200円未満と回答した人数が一番多く，
1000円以上の金額を使うと回答した人数
は412人中84人ほどで，全体の約20%を占
めている。 
図5 月の電子書籍の平均購入金額 単位：人 
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 本実験では，「購入したことのある電子
書籍のジャンルを教えてください．（複数
回答可）」という質問をし，図6のような結
果を得た．回答した人数が多いのは，1位
はマンガ，2位は小説，3位は実用書だった．
この結果は実験で使用する書籍のジャン
ルを決める際に参考にした「電子書籍ビジ
ネス調査報告書2015」の結果と同じである．
これより，Q2からQ13で使用するジャンル
の書籍を購入した経験がある人が回答者
の中に存在すると分かった． 
 
 
図6 購入した経験のある電子書籍のジャンル 
単位：人 
 
4.2 課題 1の結果(Q2から Q5の結果) 
 課題1の結果について述べる。この課
題では．小説を取り扱った．課題1では，
紙の書籍を選択した人数の平均は262人，
電子書籍を選択した人数の平均は150人だ
った．選択した人数だけみると，紙の書籍
を選ぶ実験参加者が多かった． 
購入したことのある電子書籍のジャン
ルのアンケート結果と課題1で電子書籍と
紙の書籍のどちらを選択したかのクロス
集計結果について述べる．表7で示した結
果をみてみると，どのジャンルでも，紙の
本を購入すると回答した人が50%を超えて
いた．電子書籍を購入すると回答する人が
45%以上だったのは「小説」・「新書」・「実
用書」である． 
 
表7  課題1：購入したことのある電子書籍の 
アンケート結果とのクロス集計 
課題1
ジャンル 人数
電子書籍を
購入する(%)
紙の本を
購入する(%)
小説 221 45.9 54.1
新書 84 48.2 51.8
ビジネ
ス書
94 40.7 59.3
実用書 142 46.3 53.7
マンガ 246 38.3 61.7
その他 57 38.2 61.8  
 
 次に電子書籍を読む頻度と課題1で電子
書籍と紙の書籍のどちらを選択したかの
結果のクロス集計をみる．課題1では全体
を通して，電子書籍を選んだ人が36.4%，
紙の書籍を選んだ人が63.6%となった．ま
た，電子書籍を購入する頻度が低い人ほど，
紙の書籍を購入すると選択する人の割合
が大きい．回答している人数が一番多いの
が，4～6ヶ月に1度である．そこでは79.4%
の人が紙の書籍を購入すると回答してい
る．頻度が「毎日」～「4~5日に1度」の間
と回答している人は，電子書籍を購入する
人の割合が50%を超えている． 
 
表8  課題1：電子書籍を読む頻度との 
クロス集計 
頻度 人数 電子書籍を
購入する(%)
紙の本を
購入する(%)
毎日 38 53.3 46.7
2～3日に
1度
46 51.1 48.9
4～5日に
1度
17 64.7 35.3
1週間に1度 65 36.5 63.5
2週間に1度 29 39.7 60.3
1ヶ月に1度 50 34.5 65.5
2～3ヶ月に
1度
42 40.5 59.5
4～6ヶ月に
1度
125 20.6 79.4
 
 
次にコンジョイント分析の結果である．
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分析に使用した属性の数は4つ，それぞれ
に2つの水準がある．属性と水準の組み合
わせは表9に示した． 
 
表9 属性情報 
属性 水準1 水準2
書籍種類 紙 電子
挿絵 あり なし
あとがき あり なし
機能 あり なし
 
 
 課題1の効用値は表10のようになった．
Zeroというのは回答者に出題されなかっ
た課題のことである．まず，書籍の種類に
ついては，紙の効用値のほうが高く，紙の
書籍のほうが好まれていると考えられる，
次に挿絵，あとがき，機能については，3
つとも「なし」が正の値になっており，好
まれていることが分かる． 
 
表10 課題1の効用値 
属性と水準 効用値
書籍種類-紙 0.279
書籍種類-電子 -0.279
挿絵-あり -0.021
挿絵-なし 0.021
あとがき-あり -0.011
あとがき-なし 0.011
機能-あり -0.008
機能-なし 0.008
Zero 2.142
 
 
 次に重要度をみていく．課題1の重要度
に関しては，図7に示した．4つの属性の中
で重要度が1番高いのが書籍の種類，2番目
が機能，3番目があとがき，4番目が挿絵と
なっている．この結果より，書籍のジャン
ルを文芸小説とし，読む目的を情報と知識
の獲得のための読書とした際は，あとがき
や挿絵，機能といった属性は購買を決める
際にはあまり重視されないと考えられる． 
 
 
図7 課題1の重要度 
 
4.3 課題 2の結果(Q6から Q9の結果) 
次に課題2の結果についてである．この
課題でも，小説を取り扱った．紙の書籍を
選択した人数の平均は232人，電子書籍を
選択した人数の平均は180人だった． 
購入したことのある電子書籍のジャン
ルのアンケート結果と課題2で電子書籍と
紙の書籍のどちらを選択したかのクロス
集計結果について述べる．課題2でも小説
を使用したが，目的が課題1とは異なって
いた．表11をみると，小説と回答した人の
中では，電子書籍と回答した人の数が多い
と分かる．また，実用書と新書でも電子書
籍と回答した人が多かった． 
 
表11  課題2：購入したことのある電子書籍の
ジャンルの結果とのクロス集計 
課題2
ジャンル 人数 電子書籍を
購入する(%)
紙の本を
購入する(%)
小説 221 52.9 47.1
新書 84 55.1 44.9
ビジネス
書
94 42.8 57.2
実用書 142 50.7 49.3
マンガ 246 40.7 59.3
その他 57 50.0 50.0  
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次に電子書籍を読む頻度と課題2で電子
書籍と紙の書籍のどちらを選択したかの
クロス集計結果について述べる．課題2で
は全体を通して，電子書籍を選んだ人が
43.7%，紙の書籍を選んだ人が56.3%とな
った．表12を参照すると，課題1の結果と
似ており，電子書籍を購入する頻度が少な
い実験参加者ほど，「紙の書籍を購入する」
と選択する割合が大きいと分かる．しかし，
4～6ヶ月に1度と回答している人が「紙の
書籍を購入する」を選択する割合は課題1
よりは減少している． 
 
表12 課題2：電子書籍を読む頻度との 
クロス集計 
課題2
頻度 人数 電子書籍を
購入する(%)
紙の本を
購入する(%)
毎日 38 53.3 46.7
2～3日に
1度
46 56.5 43.5
4～5日に
1度
17 54.4 45.6
1週間に
1度
65 52.3 47.7
2週間に
1度
29 47.4 52.6
1ヶ月に1度 50 40.5 59.5
2～3ヶ月に
1度
42 48.2 51.8
4～6ヶ月に
1度
125 29.0 71.0
 
 
課題2の効用値を表13に示す．書籍の種
類では紙の書籍を好むという回答がみら
れた．挿絵・あとがき・機能については「あ
り」を好むという結果になった． 
 
 
 
 
 
 
 
表13 課題2の効用値 
属性と水準 効用値
書籍種類-紙 0.131
書籍種類-電子 -0.131
挿絵-あり 0.014
挿絵-なし -0.014
あとがき-あり 0.013
あとがき-なし -0.013
機能-あり 0.026
機能-なし -0.026
Zero 2.052
 
 
次に重要度についてである．図8に示し
た課題2の重要度をみてみると、書籍の種
類が1番高く，2番目に高いのが機能，3番
目は挿絵，4番目があとがきという順番に
なっている．書籍の種類の重要度が全体の
7割を占めており，書籍のジャンルを文芸
小説とし，読書の目的を文学的体験のため
の読書とした場合でも，あとがきや挿絵，
機能といった属性は購買を決める際には
あまり重視されないと考えられる． 
 
 
図8 課題2の重要度 
 
4.4 課題 3 の結果(Q10 から Q12 の結
果) 
 最後に課題3である．課題3は実用書を取
り扱った．全体を通して，電子書籍を選ん
だ人数の平均が219.5人，紙の書籍を選ん
だ人数の平均192.5人となった． 
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購入したことのある電子書籍のジャン
ルのアンケート結果と課題3で電子書籍と
紙の書籍のどちらを選択したかの結果の
クロス集計をみていく．表14で示したよう
に，3つの課題のなかで電子書籍と選択し
た人が1番多かった．どのジャンルでも
55%以上の人が電子書籍を購入すると回答
している．また，新書を読んだ経験のある
人が電子書籍を選ぶ比率が高かった．しか
し，マンガを読んだ経験のある人の比率は
他のジャンルの書籍に比べると，低かった． 
表14 課題3：購入したことのある電子書籍の
ジャンルの結果とのクロス集計 
課題3
ジャンル 人数 電子書籍を
購入する(%)
紙の本を
購入する(%)
小説 221 60.9 39.1
新書 84 65.5 34.5
ビジネス
書
94 58.5 41.5
実用書 142 60.9 39.1
マンガ 246 55.9 44.1
その他 57 63.2 36.8
次に電子書籍を読む頻度と課題3で電子
書籍と紙の書籍のどちらを選択したかの
結果のクロス集計をみる．結果は表15に示
しており，電子書籍を選んだ人が53.3%，
紙の書籍を選んだ人が46.7%となった． 
課題1と課題2の結果とは異なった．課題
3では4~6ヶ月に1度と回答した層の63.2%
が紙の本を購入すると回答した．しかし，
頻度が「毎日」～「2~3ヶ月に1度」と回答
した層では50％以上が電子書籍を購入す
ると回答していた． 
表15 課題3：電子書籍を読む頻度との 
クロス集計
課題3
頻度 人数 電子書籍を
購入する(%)
紙の本を
購入する(%)
毎日 38 71.1 28.9
2～3日に
1度
46 70.1 29.9
4～5日に
1度
17 58.8 41.2
1週間に
1度
65 56.5 43.5
2週間に
1度
29 54.3 45.7
1ヶ月に1度 50 54.0 46.0
2～3ヶ月に
1度
42 58.9 41.1
4～6ヶ月に
1度
125 36.8 63.2
 課題3の効用値を表16に示す．書籍の種
類では電子書籍が好まれていることが分
かる．また，挿絵・あとがき・機能といっ
た属性も「あり」のほうが好まれている． 
表16 課題3の効用値 
属性と水準 効用値
書籍種類-紙 -0.049
書籍種類-電子 0.049
挿絵-あり 0.067
挿絵-なし -0.067
あとがき-あり 0.039
あとがき-なし -0.039
機能-あり 0.106
機能-なし -0.106
Zero 1.940
課題3の重要度に関しては，図9に示した．
4つの属性の中で重要度が1番高いのが機
能，2番目が書籍の種類，3番目が挿絵，4
番目があとがきとなっている．この結果よ
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り，書籍のジャンルを実用書とし，読む目
的を情報と知識の獲得のための読書とし
た際は，機能や挿絵といった属性が重要視
される可能性があると考えられる． 
図9 課題3の重要度 
5 考察 
 全体の結果より，提示する属性や水準を
変化させることで，電子書籍か紙の書籍の
どちらを購入するかという決断が変化す
る可能性があると考えられる．加えて，書
籍のジャンルや書籍を読む目的を変化さ
せると，購入の決断の際に重要視する属性
と水準も変化する．ここから，「書籍の種
類・読む目的が変わると，着目する項目が
変化する」というリサーチクエスチョンは
正しいのではないかと考えられる． 
 課題1から3までを比較して，結果につい
て考察し，表17としてまとめた．課題1の
効用値では，書籍の種類に関しては「紙の
書籍」，挿絵・あとがき・機能に関しては
「なし」が好まれているという結果がでた．
課題2と課題3では，挿絵・あとがき・機能
に関しては「あり」が好まれている．課題
1は課題2と書籍のジャンルが同じで，課題
3とは書籍を読む目的が同じである．ここ
から，ジャンルと目的を組み合わせた際の
違いが結果に影響している可能性がある
と考えられる．また，書籍のジャンルを文
芸小説と設定した課題では，紙の書籍を好
む傾向がある．次に課題1の重要度につい
てである．課題1では重要度のおよそ8割を
「書籍の種類」が占めているが，課題2で
も同様の傾向がみられる． 
 次に課題2では，課題2の効用値では，書
籍の種類に関しては「紙の書籍」，挿絵・
あとがき・機能に関しては「あり」が好ま
れているという結果がでた．この結果は
「あり」か「なし」という基準だけでみる
と，課題3と似た傾向があるといえる．た
だ，重要度をみてみると，課題2で重要度
が1番高い属性は「書籍の種類」，課題3で
は「機能」であるので，重要度の点からは
違う結果だと考えられる． 
 最後に課題3の効用値では，書籍の種類
に関しては「電子書籍」，挿絵・あとがき・
機能に関しては「あり」が好まれていると
いう結果がでた．課題1から課題3の中では
唯一「電子書籍」が好まれるという結果が
出た．この電子書籍を好むという結果は，
書籍のジャンルが「実用書」であることが
影響しているのではないかと推察する．重
要度に関しては，課題1と課題2と異なる結
果がでた．1番値が高いのが，「機能」，2番
目が「挿絵」，3番目が「書籍の種類」，4番
目が「あとがき」である．課題1と課題2の
重要度の割合は7～8割であったが，課題3
では約2割だった．ここから，書籍のジャ
ンルが購入の決断の際に重要視する属性
と水準に与える影響が大きいのではない
かと推察できる．
 また，クロス集計の結果より，実験2の
参加者のうち電子書籍を購入する頻度が
高くない層は「紙の書籍を購入する」を選
択する割合が高いと分かった．ここから，
課題1と課題2の重要度の値において，書籍
の種類の値がより高くなっているのでは
ないかと考えられる．また，課題3の重要
度の値の構成が課題1・課題2と大きく違う
のも，この部分が影響しているのではない
かとも考えられる． 
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表17 課題ごとの効用値 
課題名 ジャンル 目的 要因 水準 値
課題1 小説
情報の獲得
と
使用
書籍種類 紙の書籍 正
書籍種類 電子書籍 負
挿絵 あり 負
挿絵 なし 正
あとがき あり 負
あとがき なし 正
機能 あり 負
機能 なし 正
課題2 小説 文学的体験 書籍種類 紙の書籍 正
書籍種類 電子書籍 負
挿絵 あり 正
挿絵 なし 負
あとがき あり 正
あとがき なし 負
機能 あり 正
機能 なし 負
課題3 実用書 文学的体験 書籍種類 紙の書籍 負
書籍種類 電子書籍 正
挿絵 あり 正
挿絵 なし 負
あとがき あり 正
あとがき なし 負
機能 あり 正
機能 なし 負
6 おわりに 
 本稿では書籍の種類・読む目的が変わる
と，着目する項目が変化するかを調査した．
小説を取り扱った課題では紙の書籍を選
択した人数が多く，実用書では電子書籍を
選択する人数が多いという結果が得られ
た．また，読む目的を変更すると，項目の
重要度の値が変化していた．ここから，今
回実験で設定した条件のもとでは、「書籍
の種類・読む目的が変わると，着目する項
目が変化する」可能性があるのではないか
と考えられる． 
最後に本実験の限界点について述べる．
課題3で取り扱った書籍と目的の組み合わ
せが現実の読書であまりみられない組み
合わせになっていた．そのため，課題3の
結果についてはその点を考慮する必要が
ある． 
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